
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
八
巻
第
二
号

平
成
十
二
年
三
月

九
六

明
恵

『金
獅
子
光
顕
鈔
』

に

つ
い
て

若

園

善

聡

浄
土
宗

西
山
禅
林
寺
派
総
本
山
永
観
堂
禅
林
寺
の
禅
林
図
書
館

(京

都
市
左
京
区
)
に
、
明
恵

(
一
一
七
三
～

一
二
三
二
)
『金
獅
子
光
顕
鈔
』

の
鎌
倉
時
代

の
古
写
本
が
あ
る
。
既
に
こ
の
禅
林
寺
本
に

つ
い
て
は
京

都
府
教
育
委
員
会
よ
り
昭
和
五
十
三
年
三
月
に
発
行
さ
れ
た

『京
都
府

古
文
書
等
緊
急
調
査
報
告
書
浄
土
宗
西
山
派
三
本
山
古
文
書
目
録
』
、
ま

た
こ
れ
以
前
に
稲
垣
真
哲

『禅
林
寺
所
蔵
典
籍
目
録
』
に
紹
介
し
て
い

る
。
し
か
し
こ
れ
ら
目
録
自
体
の
存
在
が
希
薄
な
た
め
か
、
こ
の
禅
林

寺
本
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
現
行

の
刊
本
は
、

禅
林
寺
本
と
比
較
す
る
と
、
多
く
の
誤
字

・
脱
字
が
見
受
け
ら
れ
る
。

筆
者

は
禅
林
図
書
館

の
ご
高
配
を
得
て
閲
覧

・
撮
影
を
行
う
機
会
に
恵

ま
れ
た
の
で
改
め
て
報
告
す
る
。
そ
し
て
別
に
明
恵
研
究
の

一
視
点
を

挙
げ

て
み
た
い
。

<金
獅
子
光
顕
鈔

粘
葉
装

押
界
あ
り

二
巻
二
冊

二
十
三
、
六

糎
×
十
五
、
三
糎
>

上
巻

内
題

「金
獅
子
章
光
顕
鈔
巻
上
」
(墨
付
九
十
三
丁
)

下
巻

内
題

「金
獅
子
章
光
顕
鈔
巻
下
」
(墨
付
九
十
丁
)

奥
書

「永
仁
元

(
一
二
九
三
)
年
九
月
十
五
日
書
写
校
点
畢
」

「本
云

承
元
四

(
一
二
一
〇
)
年
七
月
五
日
夜
丑
剋
錐
揮
愚
昧
依
長
房
卿
託

難
背
於
紀
州
崎
山
草
庵
持
念
習
学
之
余
暇
抄
之

花
厳
宗
沙
門
高
弁
生
年
三

十
八
歳
」

「建
暦
元

(
一
二
一
一
)
年
十
月
二
十
日
夜
子
剋
於
深
草
堂
廊
挙
読
授
長
房
入

道
了
」

「建
長
元

(
一
二
四
九
)
年
己
酉
十
二
月
六
日
於
高
山
寺
關
伽
井
房
自
大
恵
房

手
伝
得
之
了
弁
清
」

こ
の
下
巻
の
奥
書
に
よ
る
と
、
禅
林
寺
本
は
明
恵
残
後
六
十

一
年
目

に
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
続

い
て
、
周
知
の
よ
う
に
三
十
八
歳

　
ユ
　

で
承
元
四
年
に
長
房

の
た
め
に
書
き
上
げ
た
こ
と
が
載

っ
て
い
る
。
さ

ら
に
続
い
て
、
深
草
堂
に
お
い
て
長
房
に
対
し

て
読
み
授
け
終

っ
た
の

が
、
建
暦
元
年
の
十
月
二
十
日
と
あ
る
。
こ
の
後
、
建
長
元
年
十
二
月

　　
　

六
日
高
山
寺
關
伽
井
房

(十
無
尽
院
)
に
お
い
て
、
大
恵
房
の
手
に
よ
っ

　ゑ

て
、
喜
海

(義
林
房

一
一
七
四
～
一
二
五
〇
)

の
弟
子
の
弁
清

(恵
旦
房

一
二
二
四
～

一
二
八
三
)
に
よ

っ
て
伝
得
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
換
言

す
る
と
、
承
元
四
年
に
書
か
れ
た
二
ヶ
月
後
、
長
房
は
出
家
し
た
。
明
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明
恵

『金
獅
子
光
顕
鈔

』

に

つ
い
て

(若

園
)

九
七

恵
は
請

わ
れ
た
文
献

の
解
釈
書
を
た
だ
渡
す
の
で
は
な
く
、

一
年
以
上

も
の
間

、
親
し
く
読
み
授
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
ぼ

一
年
後

の
建
暦

二
年
十

一
月
に

『催
邪
輪
』
を
著
す

こ
と
に
な
る
。
続

い
て
、

十
無
尽
院
第
二
世
喜
海
七
六
歳

の
時
、
第
三
世
と
な
る
二
十
六
歳

の
弁

清
が
大
恵
房
の
手
に
よ
っ
て
伝
得
し
た
。
禅
林
寺
本
は
十
無
尽
院
関
係

の
人
師

に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
た
系
統
本
を
書
写
し
た
こ
と
を
示
す
も

の
と

い
え
る
。

鎌
倉
古
写
本
た
る
禅
林
寺
本
が
、
現
在
ま
で
相
続
さ
れ
て
き
た
こ
と

は
、
自

明
で
あ
る
が
条
件
に
た
ま
た
ま
恵
ま
れ
て
残
っ
た
と
い
う
貴
重

な
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
条
件
に
恵
ま
れ
な
け
れ
ば
浬
滅
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
。

つ
ま
り
現
在
我
々
が
み
て
い
る
文
献

は
そ
の
人
師

の
思
想

全
体

の
限
ら
れ
た
条
件
の
中
を
み
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
総
じ

て
思
想

の
発
現
は
能
弁

・
訥
弁
等
の
そ
の
人
師

の
能
力
、
ま
た
そ
の
取

り
巻
く
環
境
に
よ
り
、
当
然
異
な
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

現
在

の
学
者

の
思
想
と
考
え
る
よ
う
に
い
か
な

い
の
は
当
然

で
あ
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
明
恵
は
撰
述
に
あ
た
り
、
自
ら
は
も
ち
ろ
ん
弟

子
に
聞
書
さ
せ
る
と
い
う
方
法

に
よ
り
文
献
を
残
し
、
ま
た
、
成
忍
、

　　
　

俊
賀
、
兼
康
と
い
う
画
家
を
用
い
て
絵
画
も
残
し
た
。
こ
う
し
て
み
る

と
明
恵

の
思
想
は
文
献
は
も
ち
ろ
ん
絵
画
に
も
顕
れ
て
く
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
成
忍
が
画
い
た
と
い
わ
れ
る

「明
恵
上

人
樹
上
坐
禅
像
」
で
気
付
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
絵
画
は
、
明
恵
自

筆
と
い
わ
れ
る

「高
山
寺
樗
伽
山
中

縄
床
樹
定
心
石

擬
凡
僧
座
禅

之
影

写
愚
形
安
禅
堂
壁

禅
念
沙
門
高
弁
」
の
讃
の
あ
る
縄
床
樹
で

　5
　

　
6
　

坐
禅
入
観
す
る
上
人
で
宋
画
の
影
響
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
縄
床
樹

定
心
石
で
の
坐
禅
入
観
に
つ
い
て
、
『仮
名
行
状
』
に

「元
仁
元

(
一
二

二
四
)
年
冬
、
樗
伽
山
ノ
峰
に
蟄
居
ス
、
其
間
ノ
記
録
別

ニ
ァ
リ
、
余

事
ヲ
ト
ト
メ
テ
偏

ニ
座
禅
入
観
ヲ
勤
ト
ス
。
座
禅
思
惟
の
間

ニ
阿
弥
陀

如
来
ヲ
見
奉
ル
、
(中
略
)
彼
池
ノ
瑞
魚
カ
ヨ
イ
来
リ
テ
ァ
ソ
フ
ヘ
シ
ト

覚

ユ
云
々
、
好
相
の
体
ァ
ラ

ハ
ナ
リ
、
(中
略
)
殊

ニ
籠
居
座
禅

ノ
間
タ

ナ
リ
、
定
テ
不
思
議
勝
境
ノ
相
ァ
ル
歎
、
委

シ
ク
コ
レ
ヲ
シ
ラ
ス
、
縄

　
7
　

床
樹
定
心
石
等

の
遺
跡
ノ
記
別

ニ
ァ
リ
」
と
あ
り
、
『
漢
文
行
状
』
に

「元
仁
元
年
冬
、
蟄
居
樗
伽
山
峰
、
専
止
余
事

、
偏
勤
坐
禅
入
観
、
上

人
語
云
、
坐
禅
思
惟
之
間
、
夢
常
奉
見
阿
弥
陀
如
来
光
明
来
照
、
此
妙

観
察
智
三
摩
地
、
為
禅
門
主
故
也

(中
略
)
其
間
不
思
議
霊
相
不
能
委

　8
　
記
」
と
あ
る
。

つ
ま
り

『仮
名
行
状
』
で
は
元
仁
元
年

の
冬
に
縄
床
樹

定
心
石
で
の
坐
禅
入
観
に
よ
る
奇
瑞
が
あ
り
、
こ
の
間

の
記
録

は
別
に

あ
る
と

い
う
よ
う
に
相
当
な
感
動
が
あ
っ
た

と
察
せ
ら
れ
る
。
ま
た

『漢
文
行
状
』
の
該
当
部
分
で
は
、
坐
禅
思
惟

の
間
に
阿
弥
陀
如
来
の

光
明
来
照
を
み
ら
れ
た
。
こ
の
不
思
議
な
霊
相
は
く
わ
し
く
記
せ
な
い

と
す
る
。
こ
の
部
分
を
坐
禅
像
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
明
恵
は
坐
禅

入
観
に
よ
る
こ
の
不
思
議
な
霊
相
を
み
た
と
き
の
状
態
を
画
い
た
と
は

い
え
な
い
か
。
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
自
ら
の
経
験
に
よ
る
坐
禅

入
観
に
よ
る
利
益
を
示
し
、
弟
子
や
在
俗
の
者

へ
奨
励
し
鼓
舞
す
る
こ

と
で
は
な
か
っ
た
か
。
明
恵
が
わ
ざ
わ
ざ
禅
堂
に
安
置
し
た
の
も
、
阿
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明
恵

『金
獅

子
光
顕
鈔
』

に

つ
い
て

(若

園
)

九
八

弥
陀
仏

の
来
迎
を
常
に
み
ら
れ
た
記
事
か
ら
推
察
で
き
る
よ
う
に
、
法

然
の
念
仏
思
想

へ
の
対
抗
が
働
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
い
か
。

明
恵

が
坐
禅
入
観
に
よ
る
霊
相
を
く
わ
し
く
記
す
こ
と
が
で
き
な
い

と
し
て

い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
字
だ
け
で
は
実
践
に

よ
る
経
験
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ

た
意
味

で
絵
画
を
仏
教
研
究
の
立
場
か
ら
読
め
な
い
か
と
考
え
て
、
あ

え
て
愚
考
と
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。

1

慈
心
房
覚
真
俗
名
藤

原
長
房

の
紹
介

は
、
奥

田
勲

『
明
恵
―
遍
歴
と
夢

―
』

一
八
〇
頁
、

一
九
七
八

・
十

一
、
東
京
大
学
出
版
会
)

2

『
梵
網
菩
薩
戒
本
疏
』

の
奥
書

に
名

が
み
え
る
。
田
中
久
夫

「義
林
房
喜

海

の
生
涯
」

(『鎌
倉
仏
教
雑
考
』
六

一
三
頁
、

一
九
八

二

・
二
、
思
文
閣
)

3

喜
海

に
つ
い
て
は
、

【前
掲
】

「義
林
房
喜

海

の
生
涯
」

(『
鎌
倉
仏
教
雑

考
』
五
八

一
頁
)

4

石
田
尚
豊

「明
恵
上
人
を

め
ぐ

る
華
厳
変

相
図
」

(『
明
恵
上
人
と
高
山

寺
』
三

一
二
頁
、

一
九
八

一
・
五
、
同
朋
舎
)

5

源
豊
宗

「明
恵
上
人

の
画
像
と
其

の
筆
者

と
に
就

い
て
」

(『
明
恵
上
人

と
高
山
寺
』
二
六
四
頁
)
中
島
博

「明
恵
上
人
樹
上
坐
禅
像

の
主
題
」
(
『明

恵
上
人
と
高
山
寺
』

二
七

二
頁
)
奈
良
国

立
博
物

館

『
鎌
倉
仏
教
―
高
僧

と
そ

の
美
術
―
』

(図
録

一
九

二
頁
、

一
九
九

三

・
四
)

6

伊
藤
大
輔

「高
山
寺
像

「明
恵
上
人
樹
上
坐
禅
像
」
考
」
(『美
術
史
』

一

四
〇
、

一
九
九
六

・
三
)
今
ま

で
の
図
像
学
的

研
究
が
前
掲

【石
田
】
論

文
も
含
め

て
、
注

に
ま

と
め
ら

れ
て
い
る
。

7

施
無
畏
寺
蔵

『
明
恵
上
人
行
状
記
』
下

(『大

日
本
史
料
』
五
之
七
、
四
〇

六
～

四
〇
七
頁
、
貞
永
元
年
正
月
十
九

日
明
恵
寂

の
記
事
参
照

)
『
明
資

』

一
、
五
十
七
-
五
十

八
頁

8

高
山
寺
蔵

『高
山
寺
明
恵
上
人
行
状

』
下

(
『大

日
本
史

料
』
五
之
七
、

三
八
六
～
三
八
七
頁
)

『
明
資
』

一
、

一
三
五
-

二
〇
六
頁

<
キ
ー

ワ
ー
ド
>

明
恵
、

『金
獅
子
光
顕
鈔
』
、

「明
恵
上
山
樹
上
坐
像
」

(龍
谷
大
学
院
修
了
)
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